
令和 ７年 度  町 単  表 現 コミュニケーション教 育 委 託 に関する業 務 仕様 書  

 

１．業 務 の名称  

令 和 ７年 度  町 単  表 現 コミュニケーション教 育 委 託  

 

２．業 務 の目的  

児童 生徒 が演 劇的 手法 を通 じて 、コ ミュ ニケ ーシ ョン 能力 や表 現力 、創

造力 を学 び育 むこ とを 目的 とし て、「 アー トの 手法 を活 用し た学 び」 を実

践す る。 演劇 をは じめ 、さ まざ まな アー トの 手法 を取 り入 れた ワー クシ ョ

ップ など を児 童、 生徒 、教 員に 体験 する とと もに 講師 （フ ァシ リテ ータ ー

やコ ーデ ィネ ータ ー） など 文化 芸術 関係 者の ネッ トワ ーク を構 築し 、子 ど

もの 発想 を生 かし 育て る活 動を 取り 入れ るこ とで 、自 己肯 定感 ・主 体的 ・

対話 的で 深い 学び の視 点か らの 授業 改善 に生 かせ るよ う取 り組 むも の。  

ま た 、軽 井沢 町に おけ る３ つの 教育 一貫 独自 プロ グラ ムで ある、「軽 井沢

学」 に位 置付 けら れ、 児童 ・生 徒、 教員 が軽 井沢 愛を 育み 軽井 沢力 を磨 い

てい く為 の学 びを 行う もの 。  

 

３．受 託 者 による業 務 の内容  

（１）担 任 との打 合せ 計 ３回  

（２）教 員 研 修 の実施  ３小 学 校 ×各 １回 、高 校 ×１回  

（３）表 現 コミュニケーション授 業  小 学 ５・６年 生 ×３校 ×各 ６回  

   （ただし、小 学 ６年 生 については最終 回 のみ３校 合 同 での実施 ）  

（４）表 現 コミュニケーション授 業  軽 井 沢 高 校 １年 生 ×２回  

（5）記 録 動 画 の撮 影 及び、編 集 作業 一式  

（6）効 果 測 定業 務一 式  

（調 査 研 究 、専 門 家 による検 証 結 果 の報 告業 務一 式 、レポート作 成 一式 ）  

（7）各 実 施 業 務 に伴 う、実 施 報 告書 の作 成 、提 出  

（8）授 業 分 析 、評 価 と情 報 提供 及び授 業方 法 などの教 員 に対する支 援  

（9）その他 軽 井 沢町 教育 委員 会 が必要 と認 め、受 託 者 が合意 する業 務  

 

４．業 務 履 行場 所  

実 施 場 所 は、次 のとおりとする。  



【表 現 コミュニケーション教 育 委託 】  

内 容  場 所  備 考  

表 現 コミュニケーション授 業  ・軽 井 沢 東 部小 学校  

・軽 井 沢 中 部小 学校  

・軽 井 沢 西 部小 学校  

・軽 井 沢 高 等学 校  

担 任 との打 合せについて

は、実 施 校 での開 催 とす

る。 

教 員 研 修  上 記 の場 所   

 

５．業 務 履 行期 間及 び業務 履行 日時  

（１）業 務 履 行 期 間は、令 和 ７年 契 約 日翌 日 から令 和 ８年 ３月 3 1 日 までとする。た

だし、土 曜 日 、日 曜 日 、国 民 の祝日 に関する法 律 に規 定する休 日 、休 校 日 、軽

井 沢 町教 育委 員会 が指定する日 は、本 業 務 に係 る学 校 との調 整 ・協 議 等 の履

行 は行 わないものとする。 

（２）業 務 の履 行 は、契 約 締 結後 に実 施する、町 担 当 者及び実施 校 の担当 者 との  

打 合 せ協議 により、日 程 及び時間 を決 定するものとする。  

（３）派 遣 委 託 業 務履 行場 所 において行 事 等 の都合 上 、業 務 履 行日 時 を変 更する  

場 合 は、予 め双方 協 議 ・合 意 の上変 更 できる。  

 

６．受 託 業 務事 業者  

（１）受 託 業 務 を履 行 するにあたり、受 託 者 は派遣 委託 業務 履行 担当 者 を定 め、  

軽 井 沢 町 教育 委員 会へ事 前 に通知する。  

（２）委 託 業 務 履 行担 当者 は、次 のとおりとする。  

   ①メインファシリテーター２名 及 び、アシスタント１名 を原 則 として配 置すること。  

   ②犯 罪 による刑 罰 などの執 行猶 予 を受 けていないこと。また、過 去 に禁固 以上  

の刑 に処 されたことがないこと。  

   ③各 学 校 の校則 を遵守 出来 る者 。  

 

７．業 務 の改善  

  軽 井 沢 町 教育 委 員会は、受 託 者 が次 の各号 の一 に該当するときは、受 託 者 に 

改 善 を命 じ、これを執 行 させることができるものとする。  

 （１）日 本 国 憲 法 その他日 本 の法令 または業務 委託 契約 書 、仕 様 書 に違 反 したと

き 



 （２）業 務 履 行 実績 が不良 と認 められるとき  

 （３）児 童 、生 徒 、学 校 に対 して信 用 を傷 つけ、または不 名誉 となる行 為 を行 ったと  

    き  

 

８．守 秘 義 務  

 受 託 者 は、業 務 を履 行するにあたって知 り得 た秘 密 を漏 らしてはならない。業 務 委  

託 契 約 が終了 した後 も同 様 とする。  

 

９．緊 急 時 の通 知等  

 （１）受 託 者 は、24 時 間 連 絡 ・対 応 可能 な緊 急連 絡体 制 を整 備 し、長 野 県 内 に 

常 時 緊 急 対応 ができる責 任 者 を置 くこと。  

 （２）緊 急 の事 態 が発 生 した場 合 、直 ちに電 話等 により、業 務 履行 場所 の校 長及  

び軽 井 沢町 教育 委員 会事 務局 に連 絡するとともに、業 務 が円 滑 に履行 できる  

ように対 処 しなければならない。また、その状 況 を遅 延 なく書 面 をもって軽 井沢  

町 教 育 委 員会 事務 局 に報告 しなければならない。  

 

1 0 .その他  

 （１）受 託 者 は、委 託 業務 履行 担当 者 の使 用者 として労 務 関係 法上 の全 ての責  

任 を果 たすとともに、適 切 な教 育指 導 、研 修 及び業務 命令 を行 う。  

（２）その他 、委 託 契約 書又はこの仕 様 書 に記載 のない事項 については、軽 井 沢  

町 教 育 委 員会 と受 託 者 が協議 ・合 意 の上 、決 定 するものとする。  


